
窗体顶端
窗体底端
【個人的】小さな女の子を描くときのポイント【TIPS】
2023年1月31日 16:16・298日元
いつもお世話になっております、pokiraです。
今回は久しぶりのお絵描きTIPSとなります！
『女の子の描き方』とかなり大きく出ていますが、厳密に言うと
『個人的に幼女体型を描くうえで気を付けているポイント』です。


絵はモチーフに対する理解の深さや観察量がクオリティに直結するので、
『猫と暮らす人は猫を描くのが上手い』というのが持論でして。
それならば
幼女(娘)2人と暮らしている今は人生で一番幼女の造形に対する理解が深いのでは…？



とふと思いまして、今のうちに幼女体型のポイントについてまとめてみました！


今回は個人的最旬幼女ナヒーダにモデルになってもらいました。
ナヒーダは原神の幼女キャラの中でも四肢を露出した服を着ているため、他の幼女キャラよりも体型の違和感が出やすいように感じます。
そんな違和感を出来る限り詰め込んで描いてみたナヒーダがこちらになります。



多いと感じるのが、「顔は大人、身体は子ども」タイプの違和感でしょうか…
やはり幼女はお顔のころんとしたフォルムやちっちゃなほっぺが魅力なので、
顔の造形コントロールは大事だなと感じます。


『子ども＝小さい、細い』ということで肩・腕・脚の細く出来るところをとにかく細くした、骨しかなさそうな貧相な体になっているのもよく見かけます。
極端な細身のキャラクターや作風、または飢餓状態だったり病的なキャラクターなら問題ない場合もありますが、健康的な幼女の場合は全体的にふっくらさせてあげたほうが可愛い気がします。
特に足首がｷｭｯ！と細いのをよく見ますが、転びそうでコワイ！と思って見てます。(親目線)


後は逆に『腰回りだけ妙に肉付きが良くてセクシー』もあるあるかなと。
幼児体型のデフォルメで胸からお尻までを△にするのはよくありますし、何なら原神ゲーム内のナヒーダもおしりは結構大きいですが、おしりのボリュームは出しても、そこから伸びる脚のラインを大人っぽく筋肉質にしないのが重要かと思います。


さて、諸々を盛り込んで私なりの幼女像を反映したナヒーダがこちら。



一番大事だと思っているのはずばり
触り心地が良さそうなこと
です！！！！！
ほっぺや手足は特にさらふわすべらかなラインを目指すことを意識しています。
赤ちゃん～幼児は基本手足がぷにぷになので、作画する場合は特に手首足首をふっくらさせてあげるとリアルな幼さが出る気がします。


ちなみに私がロリッとした顔を描く時いつもイメージしているのが、『XI[sai]』というゲームに登場するアクイちゃんというキャラクターの顔です。



目も黒ベタですしとてもシンプルな造形なのですがめちゃくちゃ可愛いのです。
特にほっぺとお目目の量感はいつもこの子を目指しています。
本家はもっと可愛いので、ご存じない方は是非一度検索してみてください。



いつになく熱く語ってしまいましたが、いかがでしたでしょうか…
とはいえ最後は好みの問題ですので、右が絶対に間違い！とも言い切れないのがイラストの奥深いところです。
でも私は左のような、ぎゅっとした時ふんわりしていそうな幼女の方が好きです！！()


★おまけ



『買おうとしたたまごが急に孵化してひよこまみれになる』夢を見ましたの絵。
大した意味なくひよこをピヨピヨさせるの大好きなので夢に出たんでしょうか🐤


今回は以上となります。
ご高覧頂き誠にありがとうございました！

【メイキング】ロックオン！②【気づきまとめ】
2022年10月30日 18:07・298日元
いつもお世話になっております、pokiraです。
メイキング②ということなのですが、こちらでは覚書を兼ねて、
今回の制作を通して得た『気づき』についてまとめてみようと思います。
①線画のブラシは意外と混ぜても大丈夫
これまでなんとなく、『イラスト内の線画で使うブラシは統一しなくてはならない』
と思い込んでおり、イラストに合わせて鉛筆かペンかを使い分けていました。


ところが今回たまたま『鉛筆で描き出したけど速く進めたくて途中からペンにする』
という、趣味絵だからこそできるラフな行いをしまして、
顔だけ鉛筆ブラシという自由な線画になったのですが…



意外と違和感がない…
構図に助けられた部分もありますが、顔がやわらかく優しい雰囲気になり、
手前の指などはパキッとしてむしろいい対比を生んでいるような気がします。
色を載せた状態でも何ら違和感がありませんでした。


なんなら顔だけ鉛筆ブラシというのも案外いいのかもしれないと思っています。
また試してみたい描画方法です。
②影の色味に自由度をもたせる
影の色って長年『難しい』と感じている部分の一つでして、
なかなかしっくりくる色になることがありません。
急いでいるときや描画量が多い時などは単色で塗ることも多いのですが、
以前描いたこちらのイラストで、↓



肌だけはちゃんと血色の良い影色にすると、良い感じになるなと思ったので、
今回もそれを試してみました。



まず一度グレーで全体に影の形を入れた後で、パーツごとに色を変えています。
感覚としてはコピックで塗っていた頃に回帰したような気分なのですが、
かなり納得がいきやすい感じがしました！
あと結構好き勝手に色を入れても違和感を生まないこともわかりましたので、
影色は積極的に色んな色を入れていきたいなと思いました。
③髪だけ影の調子を豊富にする
立体感やテイストを統一するために、
基本的に影の階層は全体で揃えてこれまで描いてきたのですが、
今回髪だけ一段階影を多くしてみました。



並べてみると影を増やした方(→)がリッチ感が増している気がします！
髪色が明るいということもあり、影が増えるとハイライトが映えるという効果も。
どうも目と髪だけは、これでもかと情報量を増やして良いようです。
髪を塗るのは元々好きですし、今後とも取り入れていきたいです。
④図形定規が便利



クリスタの機能…全然使いこなせてないなあ…と思ったのがこちら。
【サブツール[図形]】→【定規作成】→【図形定規】
こちらはIllustrator等でいう「パスに沿わせる」ような機能で、
様々な図形に沿ってブラシで描画できるツールです。



見にくいですが光の点線のようなエフェクトが、図形定規を使用した部分です。
オパールグローライトのリボンタイプを使用いたしました。
★オパールグローライトブラシ
【 https://assets.clip-studio.com/ja-jp/detail?id=1719350 】


今年のもっと早く知りたかったクリスタ機能堂々第一位ですね……
まだまだ勉強不足だなあと感じました。
今後もこのような画期的機能を見つけてはご紹介できるよう、精進いたします！


今回は以上となります。
ご高覧頂き誠にありがとうございました！
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